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（１） ２００３年１０月１０日 第８６４号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

２００３．１０．１０ １０．２４全県労働者
―決起集会―

会場が若宮広場（矢場町交
差点・高速高架下）に変更

No.864
発行責任者 梅野敏基 定価 １０円
組合員の購読料は組合費のなかに含まれています

共共同同のの力力でで
確確かかなな地地方方自自治治をを

３３２２番番目目のの田田原原市市誕誕生生
合合併併そそのの後後はは��

１０
月
３
日
か
ら
２
日
間
、
千
葉
市
内
で
、
第
６
回
地
方
自

治
研
究
全
国
集
会
が
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。
自
治
労
連
は
じ

め
、
２１
団
体
に
よ
る
共
同
実
行
委
員
会
に
よ
る
こ
の
集
会

に
、
自
治
体
労
働
者
、
学
者
・
研
究
者
、
自
治
体
関
係
者
、

住
民
な
ど
、
２
日
間
で
の
べ
四
〇
〇
〇
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
愛
知
か
ら
一
〇
二
名
参
加
。
今
回
の
メ
イ
ン
タ
イ
ト
ル

は
「
許
す
な
！
く
ら
し
と
平
和
・
地
域
を
押
し
つ
ぶ
す
『
構

造
改
革
』

共
同
の
力
で
確
か
な
地
方
自
治
を
」
報
告
、
討

論
、
提
起
な
ど
熱
い
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

８
月
２０
日
愛
知
の
３２
番
目
の

市
と
し
て
「
田
原
市
」
が
誕
生

し
ま
し
た
。
旧
赤
羽
根
町
と
田

原
町
に
よ
る
合
併
で
す
。
人
口

は
４
万
３
１
３
２
人
と
な
り
ま

し
た
。
合
併
か
ら
１
カ
月
余
り

が
過
ぎ
て
市
の
様
子
を
田
原
町

職
員
組
合
（
執
行
委
員
長

渥

美
昌
彦
）
執
行
部
の
み
な
さ
ん

に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

職
員
の
配
置
や
職
場
の
変
化
は

ど
う
で
す
か
？

合
併
と
同
時
に
旧
赤
羽
根
町

の
職
員
の
方
３０
名
近
く
が
田
原

市
役
所
に
異
動
と
な
り
、
同
時

に
旧
田
原
町
職
員
も
異
動
が
あ

り
ま
し
た
。
但
し
、
本
庁
以
外

の
出
先
は
基
本
的
に
今
ま
で
の

職
員
配
置
で
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
。

賃
金
・
労
働
条
件
は
変
化
し
て

い
ま
す
か
？

年
度
の
途
中
で
合
併
し
た
た

め
給
料
や
手
当
な
ど
は
す
べ
て

以
前
の
ま
ま
で
変
わ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
調
整
手
当
は
田
原

に
あ
わ
せ
て
旧
赤
羽
根
町
職
員

も
８
％
に
な
り
ま
し
た
。
一
部

新
聞
報
道
で
�
職
員
同
士
の
結

婚
で
ど
ち
ら
か
が
退
職
す
る
慣

例
�
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
が
、
現
在
は
赤
羽
根
・

田
原
あ
わ
せ
て
５
組
に
な
っ
て

い
ま
す
。

住
民
の
質
問
や
要
望
は
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
か
？

大
き
な
変
化
は
ま
だ
こ
れ
か

ら
で
す
が
、
介
護
保
険
料
が
３

年
間
は
現
行
の
ま
ま
で
徴
収
さ

れ
る
こ
と
や
保
育
園
・
小
中
学

校
の
給
食
は
旧
赤
羽
根
が
自
園

・
自
校
方
式
、
旧
田
原
が
セ
ン

タ
ー
と
な
っ
て
い
る
な
ど
今
後

検
討
す
べ
き
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
す
。

組
合
と
し
て
合
併
に
つ
い
て
の

対
応
は
ど
う
で
す
か
？

組
合
と
し
て
も
改
善
す
べ
き

点
は
い
く
つ
か
要
望
書
と
し
て

提
出
し
て
い
ま
す
し
、
組
合
員

の
加
入
を
呼
び
か
け
る
ニ
ュ
ー

ス
を
配
布
す
る
な
ど
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

千
葉
で
第
６
回
地
方
自
治
研
究

全
国
集
会
を
開
催
の
べ
四
〇
〇
〇
人

全全
国国
各各
地地
の
豊豊
か
な

実
践践
に
学学
ん
で

１
日
目
の
全
体
集
会
は
千
葉

県
立
文
化
会
館
で
二
〇
〇
〇
人

が
参
加
し
て
ひ
ら
か
れ
ま
し

た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
現
地
実

行
委
員
会
に
よ
る
音
楽
物
語

『
花
と
ふ
る
さ
と
』
。
戦
時
中

の
一
九
四
一
年
、
「
花
禁
止

令
」
で
花
作
り
が
禁
止
さ
れ
た

中
で
も
、
命
が
け
で
花
の
命
を

守
り
と
お
し
た
人
た
ち
が
い

た
。
千
葉
県
南
房
総
地
方
で
あ

っ
た
歴
史
に
も
と
づ
い
た
総
勢

一
〇
〇
人
近
い
大
合
唱
団
の
熱

演
で
し
た
。

基
調
報
告
で
田
中
章
史
・
実

行
委
員
会
事
務
局
長
（
自
治
労

連
副
委
員
長
）
。
「
自
治
体
の

役
割
・
公
共
性
を
深
く
考
え
る

視
点
が
大
事
。
自
治
体
が
住
民

の
必
要
と
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
一
方
的
に
提
供
す
る
だ
け
で

な
く
、
住
民
自
身
が
自
ら
の
人

権
、
暮
ら
し
や
人
間
と
し
て
の

発
達
保
障
の
た
め
に
自
治
体
を

つ
く
り
あ
げ
て
い
く
役
割
を
果

た
す
こ
と
。
仕
事
を
語
り
、
職

員
、
住
民
と
向
き
合
う
労
働
組

合
の
存
在
が
何
よ
り
必
要
。
全

国
各
地
の
豊
か
な
実
践
に
学
ん

で
、
共
同
の
力
を
確
信
に
国
と

自
治
体
に
向
け
た
運
動
を
す
す

め
よ
う
。」と
強
調
し
ま
し
た
。

思
い
が
綴綴
ら
れ
た

「
リ
レ
ー
ト
ーー
ク
」

第
２
部
の
後
半
で
は
、
住

民
、
地
域
、
自
治
体
職
員
が
語

る
「
リ
レ
ー
ト
ー
ク
」
。

「
や
っ
た
わ
！
乳
幼
児
医
療

費
の
所
得
制
限
な
し
。
窓
口
現

物
支
給
を
実
現
」
（
「
新
婦
人

の
会
」
千
葉
県
本
部
）
、
「
自

治
体
病
院
の
充
実
を
！
国
立
病

院
職
員
を
解
雇
し
な
い
で
！
」

（
国
。
自
治
体
病
院
職
員
の
訴

え
）
、
「
住
民
投
票
で
明
確
に

『
合
併
反
対
』
と
審
判
」
（
福

島
・
鮫
川
村
職
労
）、「
小
規
模
工

事
の
登
録
で
地
元
業
者
に
仕
事

を
」（
神
奈
川
建
設
労
連
）、「
青

年
の
失
業
問
題
は
い
っ
そ
う
深

刻
」（
首
都
圏
青
年
ユ
ニ
オ
ン
）、

「
生
活
保
護
世
帯
が
急
増
。職
員

も
苦
悩
し
な
が
ら
仕
事
」（
大
阪

・
吹
田
市
職
労
）、「
安
心
で
き
る

農
業
、日
本
の
食
糧
を
ま
も
る

と
り
く
み
を
」（
千
葉
農
民
連
）、

「
ム
ダ
な
大
規
模
公
共
事
業
や

め
よ
。よ
み
が
え
れ
有
明
海
」。

最
後
は
千
葉
の
青
年
に
よ
る

「
イ
ラ
ク
派
兵
や
め
ろ
。
ア
メ

リ
カ
は
イ
ラ
ク
か
ら
レ
ッ
ド
カ

ー
ド
」
で
、
壇
上
と
会
場
参
加

者
が
一
体
で
「
レ
ッ
ド
カ
ー

ド
」
を
振
り
か
ざ
し
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

「
長長
野野
か
ら
の
挑挑
戦戦
」

に
は
三
〇
〇〇
人人
が

２
日
目
は
市
内
の
７
会
場

で
、
特
別
企
画
、２５
分
科
会
、２

つ
の
講
座
、現
地
移
動
分
科
会

な
ど
が
ひ
ら
か
れ
、
全
体
で
二

〇
〇
〇
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

特
別
企
画
『
長
野
か
ら
の
挑

戦
』
に
は
田
中
康
夫
・
長
野
県

知
事
が
登
場
し
、
会
場
あ
ふ
れ

る
三
〇
〇
人
の
参
加
者
を
前

に
、
約
２
時
間
に
わ
た
っ
て
長

野
で
の
地
方
自
治
の
新
し
い
実

践
と
可
能
性
に
つ
い
て
、
時
に

は
熱
く
、
時
に
は
ユ
ー
モ
ア
や

皮
肉
も
こ
め
て
語
り
ま
し
た

９
月
２３
日
に
愛
知
県
ス
ポ

ー
ツ
会
館
で
定
期
大
会
を
行
な

い
ま
し
た
。
総
勢
３７
名
の
参
加

で
、
盛
大
に
大
会
を
行
い
、
豊

橋
市
職
労
か
ら
は
「
新
人
歓
迎

イ
ベ
ン
ト
を
含
め
た
青
年
部
の

活
動
報
告
」
、
岩
倉
市
職
か
ら

は
「
瀬
戸
市
と
の
合
同
ラ
フ
テ

ィ
ン
グ
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
交

流
会
の
報
告
」
、
瀬
戸
市
職
労

か
ら
は
「
新
人
組
合
員
加
入
率

一
〇
〇
％
の
報
告
と
、
そ
の
う

ち
執
行
委
員
へ
３
名
立
候
補
し

た
経
過
」
、
名
古
屋
市
職
労
か

ら
は
「
新
人
歓
迎
会
、
運
動
会

な
ど
の
交
流
企
画
、
沖
縄
平
和

ツ
ア
ー
、
学
習
会
な
ど
の
取
り

組
み
、
青
年
部
役
員
の
増
員
報

告
」
な
ど
、
活
発
な
発
言
が
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
交
流
会
で
も
名
古
屋

市
の
青
年
部
を
中
心
に
、
活
発

な
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
青
年
部
役
員
も
、
昨
年

度
の
７
名
か
ら
１２
名
に
増
え
、

今
年
度
の
青
年
部
の
活
躍
を
大

い
に
予
感
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

書
記
長
に
は
、
全
国
の
青
年
部

長
で
あ
る
岩
倉
市
職
の
小
川
君

が
い
る
こ
と
で
す
し
、
全
国
の

青
年
達
の
活
動
の
見
本
と
な
る

べ
く
活
発
な
取
り
組
み
を
し
て

い
き
た
い
で
す
。

近
年
、
若
者
の
組
合
離
れ
が

問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

県
本
部
か
ら
各
単
組
に
元
気
を

発
信
で
き
る
よ
う
な
企
画
を
用

意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
積
極

的
な
ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
ま
ず
は
交
流
か

ら
、
難
し
い
話
は
あ
と
に
し

て
、
ま
ず
は
み
ん
な
で
楽
し
み

ま
し
ょ
う
！
今
年
の
青
年
部
は

ガ
ン
ガ
ン
や
り
ま
す
よ
ー
��

こ
ん
に
ち
は
青
年
部
で
す

今
年
は
ガ
ン
ガ
ン
や
り
ま
す

許許すすなな��くくららししとと平平和和
地地域域をを押押ししつつぶぶすす『『構構造造改改革革』』

会場いっぱいのレッドカード

「花とふるさと」を熱演する１００名の合唱団田原町職組執行部のみなさん

田原市役所

活発な討論で成功した定期大会

赤羽根支所



単
組
定
期
大
会
＆
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１０
月
４
日
�
久
し
ぶ
り
に
女

性
部
の
三
河
ブ
ロ
ッ
ク
で
要
求

学
習
交
流
会
を
開
催
。
「
介
護

休
業
・
育
児
休
業
の
実
態
」
に

つ
い
て
学
習
し
参
加
者
か
ら
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

だ
い
ぶ
女
性
が
働
き
続
け
ら

れ
る
制
度
が
出
来
て
き
た
と
は

思
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
そ
れ

を
取
得
す
る
の
が
困
難
な
の
が

現
場
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

ま
た
、
そ
ん
な
制
度
が
あ
る

こ
と
す
ら
知
ら
な
い
女
性
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
米
国
の
よ
う

に
上
司
が
こ
ん
な
休
暇
制
度
が

あ
る
け
ど
使
っ
た
ら
ど
う
だ
と

言
う
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
な

い
だ
ろ
う
し
、
と
に
か
く
働
け

働
け
と
い
う
ば
か
り
で
人
手
が

足
り
な
く
て
医
療
ミ
ス
が
起
こ

り
や
す
く
な
っ
て
い
る
と
言
え

ば
、
人
を
増
や
す
こ
と
よ
り

『
そ
ん
な
時
の
為
の
保
険
に
入

れ
』
と
い
う
上
司
。
こ
ん
な
現

場
を
聞
く
と
や
り
き
れ
な
い
。

で
も
黙
っ
て
い
て
は
何
も
進

歩
が
な
い
。
少
し
ず
つ
で
い
い

か
ら
皆
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
た

め
に
も
お
隣
同
士
の
三
河
ブ
ロ

ッ
ク
で
集
ま
っ
て
交
流
が
で
き

た
こ
と
は
本
当
に
良
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
し
た
。
定
期
的
な
集

ま
り
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い

ま
す
。

豊
橋
市
職
労
女
性
部
役
員

小
野
田

利
子

時時間間外外労労働働をを削削減減しし
健健康康でで豊豊かかなな人人間間性性のの回回復復をを

職職
場場
かか
らら
女女
性性
がが
声声
をを
上上
げげ
よよ
うう

三
河
ブ
ロ
ッ
ク
女
性性
部部
交交
流流
会
か
ら

今
、
瀬
戸
市
の
各
職
場
で

は
、
人
員
不
足
が
深
刻
化
し
時

間
外
労
働
が
多
く
な
り
、
健
康

や
メ
ン
タ
ル
面
に
支
障
を
き
た

す
職
員
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
瀬
戸
市
職
員
労
働
組
合
で

は
、
「
時
間
外
労
働
を
削
減

し
、
健
康
で
豊
か
な
人
間
性
の

回
復
を
」
（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
Ａ

５
版
１５
ペ
ー
ジ
）
作
成
し
ま
し

た
。
瀬
戸
市
の
時
間
外
労
働
の

実
態
は
平
成
１３
年
度
で
保
育
園

・
消
防
・
学
校
を
除
く
一
〇
三

係
の
平
均
で
１０
時
間
以
上
は
３２

係
、
２０
時
間
以
上
は
１５
係
、
３０

時
間
以
上
８
係
、
４０
時
間
以
上

４
係
、
５０
時
間
以
上
１
係
で
最

大
は
６５
時
間
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
連
続
し
て
月
３０
時

間
以
上
が
６
カ
月
以
上
あ
る
係

は
６
係
と
な
っ
て
い
ま
す
。
欠

員
が
生
じ
て
も
臨
時
職
員
で
対

応
す
る
職
場
が
増
え
、
本
来
的

な
解
決
に
は
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。さ

ら
に
は
万
博
を
控
え
て
各

種
の
事
業
な
ど
が
あ
り
、
こ
の

ま
ま
放
置
す
る
こ
と
は
一
刻
の

猶
予
も
な
り
ま
せ
ん
。
組
合
で

は
リ
ー
フ
を
組
合
員
は
も
ち
ろ

ん
管
理
職
に
も
届
け
、
各
課
長

・
所
属
長
に
対
し
て
「
時
間
外

労
働
の
削
減
、
必
要
な
人
員
配

置
を
」
求
め
て
要
請
し
て
い
く

予
定
で
す
。
詳
し
い
こ
と
は
瀬

戸
市
職
労
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
（
０
５
６
１
ー
８

４
ー
４
７
６
７
）

西
尾
市
職
で
は
今
年
の
５
月

か
ら
個
人
共
済
の
募
集
受
付
を

開
始
し
、
こ
れ
ま
で
に
書
記
局

や
役
員
を
は
じ
め
組
合
員
の
加

入
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
に
も
取
り
組
み
の
議
論

は
さ
れ
ま
し
た
が
、
「
実
務
的

に
大
変
。
グ
ル
ー
プ
保
険
な
ど

他
の
保
険
で
ま
に
あ
っ
て
い

る
」
な
ど
の
声
が
あ
り
な
か
な

か
取
り
組
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

組
織
問
題
と
し
て
も
組
合
員

の
生
活
を
守
る
立
場
で
共
済
に

と
り
く
も
う
と
準
備
が
進
み
、

よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か

り
で
す
。
組
合
事
務
所
に
各
種

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
い
て
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
今
後
の
躍

進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

第
１５
回
自
治
労
連
全
国
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が
、
９
月
２５
日
か
ら

２７
日
の
３
日
間
、
兵
庫
県
西
宮

市
（
男
子
軟
式
野
球
）
、
神
戸

市
（
女
子
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
）
の
会
場
を
舞
台
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

好
ゲ
ー
ム
続
出

名
古

屋
市
職
労
（
オ
ー
ル
市

役
所
）
チ
ー
ム
惜
敗

西
宮
市
の
鳴
尾
浜
臨
海
公
園

野
球
場
な
ど
２
つ
の
球
場
で
ひ

ら
か
れ
た
軟
式
野
球
は
、
初
日

（
２６
日
）
に
６
試
合
を
行
い
ま

し
た
。

鳴
尾
浜
球
場
で
今
年
４
月
に

２
市
２
町
が
合
併
し
た
周
南
市

役
所
（
山
口
）
と
、
３
年
前
の

東
海
豪
雨
で
直
前
に
全
国
大
会

出
場
を
断
念
し
た
経
験
を
も
つ

名
古
屋
市
職
労
（
愛
知
）
が
、

手
に
汗
握
る
投
手
戦
を
展
開
。

結
局
、
周
南
が
序
盤
に
奪
っ
た

虎
の
子
の
１
点
を
守
り
、
初
戦

惜
敗
し
ま
し
た
。

息
詰
ま
る
展
開
に
ハ
ラ

ハ
ラ
ド
キ
ド
キ

バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会

予
選
リ
ー
グ
で
１５
年
連
続
出

場
の
名
古
屋
市
職
労（
愛
知
）、

舞
鶴
市
職
労
の
２
強
に
伊
東
市

職
労
連
（
静
岡
）
が
挑
む
形
で

行
わ
れ
、
名
古
屋
は
フ
ル
セ
ッ

ト
の
末
、強
敵
・
舞
鶴
を
下
し
、

伊
東
に
も
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
し

決
勝
へ
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

で
は
、
３
回
優
勝
の
実
力
を
発

揮
し
た
名
古
屋
が
終
始
堺
を
リ

ー
ド
し
、
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
２

対
０
の
ス
ト
レ
ー
ト
で
決
勝
進

出
。
決
勝
戦
は
自
治
労
連
都
庁

職
と
優
勝
を
争
い
、
決
勝
に
ふ

さ
わ
し
い
手
に
汗
握
る
展
開
で

フ
ル
セ
ッ
ト
の
末
自
治
労
連
都

庁
職
が
悲
願
の
初
優
勝
を
飾

り
、
名
古
屋
市
職
労
は
準
優
勝

と
大
健
闘
し
ま
し
た
。

大
会
の
結
果

軟
式
野
球

優
勝

周
南
市
役
所（
山
口
）

初
優
勝

準
優
勝

習
志
野
市
職
労
（
千

葉
）

３
位

福
岡
コ
ロ
ニ
ー
労
組

（
福
岡
）

３
位

釜
石
市
職
労（
岩
手
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優
勝

自
治
労
連
都
庁
職

（
東
京
）
初
優
勝

準
優
勝

名
古
屋
市
職
労
（
愛

知
）

３
位

防
府
市
職
労（
山
口
）

３
位

堺
市
職
労
（
大
阪
）

◆
「
燥
邪
」
対
策
や
っ
て
ま

す
�

ト
イ
レ
で
便
秘
の
ツ
ボ

刺
激
も
効
果
あ
る
み
た
い
で

す
。
集
中
す
る
の
が
い
い
の
か

も
？
（
安
田
純
子
・
長
久
手
町

職
労
）
◆
い
よ
い
よ
給
食
が
始

ま
る
よ
�

ド
ラ
イ
化
で
大
変

だ
〜
�
（
小
島
繁
樹
・
春
日
井

市
職
労
）
◆
最
近
温
泉
め
ぐ
り

に
は
ま
っ
て
い
ま
す
（
本
多
圭

子
・
蒲
郡
市
職
）◆
い
つ
も
�
ツ

ボ
の
話
�
を
一
番
に
見
ま
す
。

ス
ッ
ポ
リ
更
年
期
年
代
な
の
で

助
か
り
ま
す
。
白
い
色
の
食
物

を
ち
ゃ
ん
と
食
べ
て
い
た
の
で

う
れ
し
い
で
す
（
石
川
評
永
后

・
半
田
市
職
）
◆
景
気
回
復
↓

給
与
ｕ
ｐ
↓
デ
フ
レ
回
復
↓
給

与
ダ
ウ
ン
↓
デ
フ
レ
進
行
↓
景

気
下
向
で
は
ね
ぇ
。
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
も
上
が
ら
な
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。ま
、僕
ら
も
が
ん
ば

ら
な
き
ゃ
ダ
メ
で
す
よ
ね
（
仲

野
高
弘
・
春
日
井
市
職
労
）
◆

「
食
欲
の
秋
」
私
の
一
番
楽
し

み
な
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す

（
池
田
糸
路
・
蒲
郡
市
職
）
◆

近
々
巨
大
地
震
が
あ
る
と
の
事

…
家
も
建
て
直
し
た
い
し
、
い

ろ
い
ろ
大
変
で
す
（
榎
本
豊
子

・
豊
橋
市
職
労
）
◆
労
働
環
境

は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
が
、

団
結
が
ん
ば
ろ
う
（
伊
藤
秀
高

・
名
古
屋
市
職
労
）
◆
今
年
の

季
節
は
変
わ
り
目
が
ハ
ッ
キ
リ

し
て
い
ま
し
た
。
ア
ッ
と
い
う

間
に
長
か
っ
た
梅
雨
か
ら
夏

へ
、
ほ
ん
の
一
週
間
弱
で
し
た

が
、
そ
し
て
又
ア
ッ
と
い
う
間

に
秋
が
来
て
…
地
球
に
お
そ
い

か
か
る
不
安
が
身
に
感
じ
る
秋

で
す（
榊
原
奈
美
・
半
田
市
職
）

◆
朝
、
晩
は
め
っ
き
り
涼
し
く

な
り
食
欲
の
秋
に
備
え
て
３
分

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
や
っ
て
い

ま
す
が
…
そ
の
効
果
は
（
福
井

富
美
代
・
蒲
郡
市
職
）

準準
優優
勝勝

手
に
汗
に
ぎ
る
大
接
戦

第
１５
回
ス
ポ
ー
ツ
大
会

職職
場場
のの
声声

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

半
田
市
職

（
９
月
１８
日
）

執
行
委
員
長

熊
谷

弘

副
執
行
委
員
長

杉
浦

幸
一

同

村
田

浩
二

書
記
長

杉
本

由
司

西
枇
杷
島
町
職
労（
９
月
２１
日
）

執
行
委
員
長

亀
井
佳
代
子

副
執
行
委
員
長

斉
木

薫
里

書
記
長

原
田
志
津
子

会
計

糟
谷

和
世

知
立
市
職
労
（
９
月
２５
日
）

執
行
委
員
長

杉
浦

彰
二

副
執
行
委
員
長

杉
浦

和
成

同

吉
岡

正
徳

書
記
長

成
瀬

達
美

会
計

長
谷

隆
治

渥
美
町
職
労

（
９
月
２６
日
）

執
行
委
員
長

小
川
す
み
え

副
執
行
委
員
長

榊
原

正
志

書
記
長

田
中

菜
穂

会
計

藤
原
由
美
子

西
尾
市
職

（
９
月
２７
日
）

執
行
委
員
長

簗
瀬

貴
央

副
執
行
委
員
長

深
見
美
千
代

同

鈴
木

浩
二

書
記
長

柵
木

史
紀

書
記
次
長

鵜
野

嘉
昭

自
治
体
一
般
労
組（
９
月
２７
日
）

執
行
委
員
長

榊
原

正
志

副
執
行
委
員
長

梅
野

敏
基

書
記
長

平
野

正
一

幸
田
町
職
労

（
１０
月
１
日
）

執
行
委
員
長

山
本

茂
樹

副
執
行
委
員
長

磯
谷

昭
彦

書
記
長

藪
田

芳
秀

会
計

伊
澤

正
美

新
役
員
紹
介

―
―
野野
球球
はは
初初
戦戦
惜惜
敗敗
―
―

名
古
屋
市
職
労

大健闘の名古屋市職労バレーボールチーム

瀬戸市職労作成のリーフ

自自
治治
労労
連連
共共
済済

共済パンフが組合事務所に設置


